
P.2

P.3

P.5

P.6

P.7

P.7

　市役所本庁舎の建て替えのた
め、昭和48年から使用してきたこ
の議場での会議は9月定例会で最後
となります。
　これまで、市民の幸せと市の発
展のため、数多くの議案の審議が
行われた議場。感謝の意を込めて
全議員で撮影しました。12月定例
会は新たな議場で開かれます。

P.5~

一般質問

11人が
市政を問う

今　号　の　表　紙 
有終の議場

委員会審査

運行時間を拡充
一般質問

一般質問

高齢者生活支援
地域・団体と連携
新型コロナ報告会

コロナワクチン
接種状況など確認

議案概要

新特別支援学校
特色ある作業学習

一般質問

増便費用を負担
修学旅行のバス

避難所の収容

チョイソコ事業

コロナ禍でも可能

みどり坂出張所の消防ポンプ自動車を更新みどり坂出張所の消防ポンプ自動車を更新
( 詳細は 2 ページ )( 詳細は 2 ページ )

2 0 2 1 年 8 月 発 行

３月 ６月 ９月 12 月
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▼
公
共
交
通
機
関
対
策
費

　
チ
ョ
イ
ソ
コ
か
か
み
が
は
ら
利
用

者
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
運
行
時

間
を
１
時
間
拡
充
す
る
な
ど
の
た
め
、

運
行
事
業
者
に
対
す
る
交
通
支
援
金

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
１
２
４
万
８
千
円

▼
商
業
振
興
対
策
費

　
地
域
の
人
材
・
資
源
・
資
金
を
活

用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す

る
国
の
事
業
に
、
市
内
企
業
が
行
う

事
業
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
企
業
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２
５
０
０
万
円

▼
小
学
校
管
理
費
・
中
学
校
管
理
費
・

　
特
別
支
援
学
校
管
理
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
市
内
小
・
中
・
特
別
支
援
学

校
の
修
学
旅
行
の
バ
ス
を
増
便
す
る

費
用
な
ど
に
対
し
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
必
要

な
額
を
市
で
負
担
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
３
０
２
１
万
７
千
円

▼
小
学
校
管
理
費
・
中
学
校
管
理
費

　
川
島
大
橋
の
通
行
止
め
に
よ
り
、

登
下
校
が
困
難
と
な
っ
た
川
島
小
・

中
学
生
を
バ
ス
な
ど
で
送
迎
す
る
も

の
で
す
。　
　
１
４
５
２
万
２
千
円

議案概要
令和3年6月定例会

定例会を 6 月 4 日から 6 月 28 日までの 25 日間開催し、令和 3 年度一般会計補
正予算をはじめとする 32 案件を審議しました。

予
算
に
関
す
る
議
案

そ
の
他
の
議
案

7 月中に行われた高齢者の新型コロナワクチン接種

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
当
面
の
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
歳
入
歳
出
予
算
な
ど
の
補
正
を

行
う
も
の
で
、
主
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の

▼
予
防
接
種
費

　
国
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
７
月
末

ま
で
に
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

完
了
す
る
た
め
、
集
団
接
種
会
場
を

増
設
す
る
な
ど
、
必
要
な
体
制
確
保

を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
２
億
７
３
０
８
万
４
千
円

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
証
明
書
自
動
交
付
機
が
今
年
９
月

17
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
自
動
交
付
機
に
よ
る
印
鑑
登

録
証
明
書
の
交
付
申
請
な
ど
の
規
定

を
条
例
か
ら
削
除
す
る
も
の
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
市
庁
舎
解
体
工
事
を
総
合
評
価
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
、
協
和
・
足
立

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
７
億

１
５
０
０
万
円
で
契
約
を
締
結
す
る

も
の
で
す
。

財
産
の
取
得

　
消
防
署
み
ど
り
坂
出
張
所
の
水
槽

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
一
般
競
争

入
札
に
よ
り
、
㈱
ウ
ス
イ
消
防
か
ら

６
１
４
９
万
４
２
４
０
円
で
取
得
す

る
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
意
見
書

　
議
員
か
ら
、
全
国
で
統
一
し
た
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
を
国

に
求
め
る
と
と
も
に
、
対
象
者
拡
大

な
ど
を
県
に
求
め
る
内
容
の
意
見
書

の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

２かかみがはら市議会だより　第 183号



令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
つ
つ
じ
が
丘
地
区
公
園
リ
ニ

　
ュ
ー
ア
ル
整
備
事
業
の
内
容

は
。　

つ
つ
じ
が
丘
東
公
園
は
、
今

　
年
度
、
設
計
の
発
注
の
み
を

予
定
し
て
い
た
が
、
工
事
の
一
部
も

時
期
を
早
め
て
行
う
。

　
つ
つ
じ
が
丘
南
公
園
は
、
令
和
４

年
度
に
予
定
し
て
い
た
設
計
を
時
期

を
早
め
て
、
今
年
度
に
行
う
。

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
公
園
の
老

朽
化
、
居
住
者
の
年
齢
構
成
や
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域

の
方
の
意
見
を
聞
き
、
高
齢
者
向
け

の
健
康
遊
具
な
ど
に
も
配
慮
し
て
進

め
て
い
く
。

委
員
会
審
査

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
新
庁
舎
建
設
工
事
で
、
施
工

　
計
画
を
見
直
し
た
理
由
は
。

　
近
隣
住
民
か
ら
要
望
を
受
け
、

　
工
事
車
両
な
ど
の
通
行
の
迂う

回か
い

路
を
再
検
討
し
、
そ
の
周
知
に
時

間
を
要
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
令
和
２
年
度
末
時
点
の
各
基

　
金
の
残
高
は
。

　
年
度
間
の
財
源
の
変
動
に
備

　
え
て
積
み
立
て
を
す
る
財
政

調
整
基
金
が
１
０
１
億
５
４
６
２
万

９
千
円
、
学
校
施
設
整
備
基
金
が
38

億
３
６
５
９
万
８
千
円
、
新
総
合
体

育
館
整
備
基
金
が
５
億
円
で
あ
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
　
　
　
　
（
市
庁
舎
解
体
工
事
）

　
現
庁
舎
解
体
工
事
の
ス
ケ
ジ

　
ュ
ー
ル
は
。

総
務
常
任
委
員
会

議
案
を
分
野
別
に
４
つ
の
委
員
会
に
分
け
、
詳
し
く
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
新
庁
舎
高
層
棟
の
使
用
が
開

　
始
と
な
る
令
和
３
年
９
月
21

日
以
降
に
、
現
庁
舎
の
仮
囲
い
と
作

業
用
の
足
場
設
置
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

　
そ
の
後
、
公
用
車
車
庫
な
ど
の
外

構
工
作
物
の
撤
去
や
現
庁
舎
の
内
部

撤
去
作
業
を
行
い
、
令
和
４
年
２
月

ご
ろ
か
ら
、
現
庁
舎
の
解
体
工
事
を

民
生
常
任
委
員
会

経
済
教
育
常
任
委
員
会

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　
令
和
２
年
度
の
証
明
書
自
動

　
交
付
機
に
よ
る
各
種
証
明
書

の
発
行
件
数
は
。

　
住
民
票
の
写
し
が
約
２
万
２

　
千
件
、
印
鑑
登
録
証
明
書
が

約
２
万
２
８
０
０
件
、
所
得
課
税
証

明
書
が
約
２
７
０
０
件
、
納
税
証
明

書
が
約
４
９
０
件
で
あ
る
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
チ
ョ
イ
ソ
コ
の
配
車
に
係
る

　
交
通
支
援
金
の
増
額
に
は
、

利
用
者
の
声
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
鵜
沼
エ
リ
ア
の
チ
ョ
イ
ソ
コ

　
利
用
者
か
ら
の
「
ふ
れ
あ
い

バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
、
東
海
中
央
病
院

に
９
時
台
に
着
き
た
い
」
と
い
う
要

望
に
応
え
る
た
め
、
現
在
９
時
か
ら

の
運
行
開
始
時
間
を
１
時
間
早
め
て

８
時
か
ら
と
し
た
。

最
上
階
か
ら
下
層
へ
と
、
順
に
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　
県
内
で
証
明
書
自
動
交
付
機

　
を
廃
止
す
る
自
治
体
は
本
市

の
ほ
か
に
あ
る
か
。

　
岐
阜
市
、
大
垣
市
、
高
山
市

　
は
す
で
に
廃
止
し
て
い
る
。

　
現
在
、
設
置
し
て
い
る
の
は
、
本

市
と
美
濃
加
茂
市
の
み
で
あ
る
が
、

美
濃
加
茂
市
も
来
年
度
中
に
廃
止
す

る
と
聞
い
て
い
る
。

新庁舎高層棟の使用開始に伴い解体を控える現庁舎
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令和 3 年 6 月定例会
審議の結果 議案等の審議の結果は以下のとおりです。

賛成全員…◎　賛成多数…〇　賛成少数…△

議案等
の種類 案　件　名 審議の

結　果
採決の
状　況

専 決
処 分

専決処分の承認 ( 令和 2 年度一般会計補正予算 ( 第 17 号 )) 承認 〇
　　　〃　　　( 市税条例等の一部を改正する条例 ) 承認 ◎
　　　〃　　　(令和 3年度一般会計補正予算 (第 1号、第 2号 )) 承認 ◎

補 正
予 算 令和 3年度一般会計補正予算 (第 3号、第 4号、第 5号 ) 可決 ◎

条 例

非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ◎
職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例 可決 ◎
個人情報保護条例及び個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例
の一部を改正する条例 可決 〇

市税条例の一部を改正する条例 可決 ◎
印鑑条例の一部を改正する条例 可決 〇
手数料条例の一部を改正する条例 可決 〇
指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を
改正する条例

可決 ◎

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例及び家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

可決 ◎

多文化共生推進プラン策定委員会条例 可決 ◎
移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例 可決 ◎

契 約 工事請負契約の締結 (市庁舎解体工事 ) 同意 〇

人 事
教育長の任命 (加藤壽志氏 ) 同意 ◎
固定資産評価員の選任 (永井昭徳氏 ) 同意 ◎

財 産 財産の取得 (水槽付消防ポンプ自動車 ) 可決 ◎

その他

市道路線の認定 (市道鵜 1413号線ほか 4路線 ) 可決 ◎
市道路線の廃止及び認定 (市道鵜 1354号線、市道稲 245号線 ) 可決 ◎
岐阜県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙 (浅野健司氏 ) 当選 ◎
木曽川右岸地帯水防事務組合議会議員の選挙 (平工泰聡氏 ) 当選 ◎

議 員
提 案 子どもの医療費助成制度に関する意見書 可決 〇

請 願

新特別支援学校の建設に合わせて、現各務原特別支援学校を軽度の知的障が
い者のための高等特別支援学校機能を持つ施設に再生することを求める請願 不採択 △

18歳年度末までの医療費助成制度拡充を求める請願 不採択 △
後期高齢者医療制度窓口負担２割化の撤回を求める意見書採択についての請願 不採択 △
各務原市新総合体育館整備基本構想（素案）に関するパブリックコメントの
採用可否判断基準に関する請願 不採択 △

各務原市特別支援学校整備に関する市民説明会における退場発言の撤回と陳
謝の意を議会にて表明することを求める請願 不採択 △
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生
理
用
品
の
配
付
支
援

市
長
３
期
目
の
ビ
ジ
ョ
ン

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
防
止
の
観
点
で
、
避
難
所
の

一
人
当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
の
見
直
し

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
本
市
で
は
、
令
和
２
年
６
月

　
に
「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
編
」
を
策
定
し
て
お
り
、
世
帯
ご

と
の
間
隔
を
、
平
常
時
の
１
・
３
ｍ

か
ら
２
ｍ
に
広
げ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
指
定
避
難

所
１
１
８
カ
所
の
収
容
可
能
人
数
は
、

合
計
で
約
２
万
人
と
な
る
。

　
市
内
で
最
も
被
害
が
大
き
い
と
さ

れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
の
想

定
避
難
者
数
は
約
１
万
４
千
人
で
あ

る
た
め
、
現
状
の
指
定
避
難
所
に
お

い
て
収
容
可
能
と
考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
南
海
ト
ラ
フ
等
地
震
へ
の
備
え

感
染
症
対
策
で
避
難
所
収
容
人
数
を
見
直
し

　
災
害
に
備
え
て
、
市
で
保
管

　
し
て
い
る
防
災
備
蓄
品
の
現

状
と
計
画
は
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
の

　
想
定
避
難
者
数
約
１
万
４
千

人
を
基
準
に
１
日
分
の
食
料
や
飲
料

水
、
そ
の
他
消
耗
品
な
ど
を
備
蓄
し
、

２
日
目
以
降
は
流
通
備
蓄
や
救
援
物

資
な
ど
を
確
保
す
る
体
制
が
で
き
て

い
る
。

　
備
蓄
状
況
は
、
６
月
１
日
時
点
で
、

感
染
症
対
策
物
資
の
マ
ス
ク
や
消
毒

液
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
は
目
標

数
に
達
し
て
い
る
が
、
ア
ル
フ
ァ
米

は
目
標
値
の
約
60
％
、
毛
布
は
約
40

％
と
不
足
し
て
い
る
品
目
も
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
今
後
５
年
間
で
購
入

し
、
令
和
７
年
度
に
は
全
品
目
で
目

標
に
達
す
る
計
画
で
あ
る
。

市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行
状
況
や
政
策
方
針
な
ど
を
、
各
議
員
が

市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の
執
行
状
況
や
政
策
方
針
な
ど
を
、
各
議
員
が

市
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

市
に
対
し
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
質
問

生理用品と相談用リーフレットを配付

指
宿
真
弓
／
池
戸
一
成
／
横
山
富
士
雄
／
杉
山
元
則
／
井
戸
田
直
人
／
坂
澤
博
光
／

波
多
野
こ
う
め
／
古
川
明
美
／
永
冶
明
子
／
水
野
岳
男
／
五
十
川
玲
子

6
月
定
例
会
で
一
般
質
問
を
し
た
議
員
（
質
問
順
）

　
３
期
目
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
市
長

　
の
思
い
は
。

　
市
民
が
少
し
で
も
多
く
の
幸

　
せ
を
実
感
し
「
ず
っ
と
こ
の

ま
ち
で
」
と
思
え
る
よ
う
な
街
に
し

た
い
。

　
そ
の
た
め
に
「
ひ
と
を
育
む
・
く

ら
し
を
守
る
・
ま
ち
を
支
え
る
」
の

３
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
軸
に
、
総
合
計

画
、
総
合
戦
略
を
推
し
進
め
、
市
民

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
い
く
。

　
市
民
を
は
じ
め
、
自
治
会
、
各
種

団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な
ど
「
オ
ー

ル
各
務
原
」
で
ふ
る
さ
と
各
務
原
の

輝
か
し
い
未
来
を
切
り
拓ひ

ら
い
て
い
く
。

　
生
理
用
品
の
配
付
を
行
っ
て

　
い
る
が
進
捗
状
況
は
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
生
理
用

　
品
の
入
手
が
困
難
で
あ
る
方

へ
の
支
援
と
し
て
、
更
新
時
期
を
迎

え
る
防
災
備
蓄
品
を
活
用
し
た
無
料

配
付
を
行
っ
て
お
り
、
６
月
15
日
時

点
で
２
８
０
パ
ッ
ク
の
う
ち
、
１
９

８
パ
ッ
ク
を
配
付
し
た
。

　
来
年
度
以
降
も
継
続
的
に
無

　
料
配
付
を
行
う
考
え
は
。

　
防
災
備
蓄
品
の
生
理
用
品
を

　
毎
年
度
少
し
ず
つ
買
い
足
し
、

市
全
体
と
し
て
備
蓄
に
必
要
な
量
を

確
保
し
た
上
で
継
続
的
に
配
付
を
行

っ
て
い
く
。
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一 問質般

　
地
域
の
力
を
活
用
し
た
本
市

　
な
ら
で
は
の
作
業
学
習
を
充

実
さ
せ
る
考
え
は
。

　
現
在
の
各
務
原
特
別
支
援
学  

　
校
の
作
業
学
習
を
ベ
ー
ス
に

し
な
が
ら
、
本
市
の
特
徴
で
も
あ
る

「
も
の
づ
く
り
」
を
取
り
入
れ
た
作

業
学
習
に
発
展
さ
せ
た
い
。

　
地
域
の
人
材
や
資
源
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
本
物
に
触
れ
る
体
験
を
重

ね
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
の
自
立
や

社
会
参
加
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

　
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

　
児
童
・
生
徒
の
受
け
入
れ
体

制
は
。

　
た
ん
の
吸
引
や
チ
ュ
ー
ブ
で

　
の
水
分
や
栄
養
の
摂
取
、
排

尿
の
手
助
け
な
ど
、
医
療
的
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
在
籍
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
そ
の
体
制
整
備
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
開
校
に
向
け
て
、
医
療
的
ケ
ア
に

対
応
で
き
る
看
護
師
な
ど
の
配
置
や

校
内
体
制
の
整
備
を
行
い
、
全
て
の

児
童
生
徒
が
安
全
安
心
な
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
を

進
め
て
い
く
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
へ
の
考

　
え
は
。

　
工
事
期
間
中
の
工
事
車
両
の

　
出
入
り
や
生
活
道
路
へ
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
万
全
の
対
策
を
講

じ
て
い
く
。

　
開
校
後
の
名
鉄
羽
場
駅
か
ら
の
通

学
路
に
つ
い
て
は
、
自
力
通
学
を
す

る
生
徒
の
将
来
を
見
据
え
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
安
全
に
通
学
で

き
る
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、

教
職
員
が
指
導
を
行
う
。

本
市
な
ら
で
は
の
新
特
別
支
援
学
校

地
域
の
人
材
や
資
源
を
活
用
し
た
作
業
学
習

境
川
流
域
の
浸
水
被
害
を
軽
減
さ
せ

る
調
整
池
機
能
を
持
た
せ
た
桐
野
公

園
を
整
備
し
た
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
は
新
特
別
支
援

学
校
に
、
特
に
雨
水
の
流
出
を
抑
え

る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
、
校
庭
貯

留
や
駐
車
場
の
透
水
性
舗
装
、
雨
水

を
一
時
的
に
貯
め
る
植
栽
帯
「
レ
イ

ン
ガ
ー
デ
ン
」
な
ど
の
整
備
を
計
画

し
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
伴
う
浸
水
被
害

の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
　

　
　
　
　
　
　
へ
の
支
援

　
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
対

　
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
学
校
へ
登
校
で
き
な
い
子
ど

　
も
た
ち
に
は
、
学
級
担
任
や

生
徒
指
導
主
事
、
ス
ク
ー
ル
相
談
員

な
ど
が
家
庭
訪
問
な
ど
を
行
い
、
そ

の
子
に
応
じ
た
教
育
の
場
や
機
会
の

提
案
、
支
援
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
学
校
の
相
談
室
な
ど
に

加
え
、
市
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
「
あ
す
な
ろ
教
室
」「
さ
く
ら
」

や
相
談
機
関
と
し
て
教
育
セ
ン
タ
ー

「
す
て
っ
ぷ
」、少
年
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ

と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
、
相
互

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
適
切
な
支
援

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

作業学習にて木材を加工 ( 各務原特別支援学校 )

　
本
市
の
グ※
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

　
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
令
和
２
年
度
に
は
、
那
加
桐

　
野
町
地
内
に
お
い
て
、
敷
地

中
央
部
に
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
ぐ
こ

と
が
で
き
る
大
き
な
芝
生
広
場
に
、

※
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
と
は
？

　
地
形
の
構
造
や
水
脈
、
植
物
な
ど
、

自
然
環
境
の
特
性
を
踏
ま
え
た
土
地

利
用
や
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、
水

害
の
低
減
、
環
境
改
善
な
ど
を
図
る

取
り
組
み
の
こ
と
。

雨水を一時的に貯留できる桐野公園
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一 問質般

　
「
紙
お
む
つ
等
購
入
助
成
事

　
業
」
の
支
給
対
象
者
に
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
も
加
え
て
は
ど
う

か
。　

要
援
護
高
齢
者
台
帳
に
登
録

　
し
て
い
る
一
人
暮
ら
し
の
方

で
、
紙
お
む
つ
な
ど
が
必
要
と
思
わ

れ
る
要
介
護
３
以
上
の
方
は
、
令
和

元
年
度
末
で
は
41
人
だ
っ
た
が
、
本

年
６
月
１
日
時
点
で
は
91
人
と
年
々

増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
「
紙
お
む

つ
等
購
入
助
成
事
業
」
の
支
給
対
象

者
に
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
追
加
す

る
な
ど
の
見
直
し
を
現
在
検
討
し
て

い
る
。　

高
齢
者
の
ご
み
出

　
し
支
援
に
つ
い
て

の
利
用
状
況
は
。

　
一
人
暮
ら
し
高
齢

　
者
で
ご
み
出
し
支

援
が
必
要
な
方
は
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ

る
支
援
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
行
う
「
高
齢

者
い
き
い
き
生
活
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
な
ど
、
コ
ミ
ュ

高
齢
者
へ
の
生
活
支
援

紙
お
む
つ
な
ど
の
購
入
助
成
と
ご
み
出
し
支
援

　
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
免
疫
力

　
を
高
め
る
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
発
信
す
る
考
え
は
。

　
感
染
症
予
防
と
し
て
手
洗
い
、

　
マ
ス
ク
の
着
用
、
３
密
を
避

け
る
こ
と
に
加
え
、
免
疫
力
を
高
め

る
た
め
に
、
普
段
か
ら
規
則
正
し
い

生
活
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
、
十
分
な
休
養
、
運
動
、
口
腔
ケ

ア
な
ど
が
大
切
と
考
え
る
。

　
市
で
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
情

報
発
信
に
限
ら
ず
、
健
康
教
室
や
相

談
、
健
診
、
保
健
指
導
な
ど
で
健
康

づ
く
り
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
健
康
の
保
持
・
増
進
に
つ

い
て
、
適
切
な
情
報
提
供
に
努
め
て

い
く
。　

重
症
化
し
な
い
た
め
に
生
活

　
習
慣
改
善
の
呼
び
掛
け
は
行

う
の
か
。

　
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生 

　
活
習
慣
病
が
、
コ
ロ
ナ
重
症

化
の
一
因
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
感
染
症
対
策
を
行
っ

た
上
で
、
今
後
も
食
生
活
や
生
活
習

慣
の
改
善
の
啓
発
と
、
健
診
事
業
を

着
実
に
行
う
こ
と
で
、
市
民
の
健
康

寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の

　  

　 

健
康
保
持
・
増
進

地域で支えるごみ出し支援

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
に
関
す
る
報
告
会

　
６
月
４
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
市
の
現
状
を

確
認
す
る
た
め
、
議
場
で
報
告
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
対
応
に
つ
い
て
、
市
か
ら
の
報
告

の
の
ち
、
議
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質

問
と
要
望
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
か
ら
は
、
①
高
齢
者
の
接
種
状

況
②
高
齢
者
向
け
接
種
（
個
別
接
種
、

集
団
接
種
）
の
詳
細
③
接
種
キ
ャ
ン

セ
ル
時
な
ど
の
対
応
④
接
種
に
関
わ

る
補
正
予
算
の
報
告
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

ニ
テ
ィ
支
援
型
の
ご
み
出
し
支
援
を

利
用
し
て
い
る
。

　
本
市
の
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

ご
み
出
し
支
援
の
必
要
性
は
さ
ら
に

高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
支
援
型
の
取
り
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
「
高
齢
者
い
き
い
き
生
活

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
拡
充
に
つ
い
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
、

市
内
全
域
に
お
い
て
ご
み
出
し
に
困

る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
。
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こんな街が
いいな！

市 民 の 声

市議会の詳しい情報は各務原市公式ウェブサイトからご覧ください。 各務原市議会 検索

　昔から「遠くの親戚より近くの他人」と言われま
すが、科学技術の進歩により近年この故事が薄れて
いるように感じ、少々不便でももう少しゆったりと
生活できないかと思います。
　農耕民族の日本人は自然と共生し、他の人と助け
合うとともに、お互いに気配りをしながら生活して
きました。
　地域の祭りや盆踊りを皆で楽しみ、また地域の奉
仕活動にも皆で協力するような、ゆったりとした雰
囲気の街が、本来の「安全、安心な社会」であるよ
うに思います。

ゆったりとした
雰囲気の街
安田 新作さん（鵜沼西町）

　わが地域では平成 28 年度より、ちょっとした困りご
とを地域で助け合う「住民お互いさま活動」に取り組ん
でいます。
　私は「助ける人」と「助けられる人」を繋ぐコーディネー
ターの傍ら、現場にも出向き活動に参加しています。
　令和２年度は活動実績 61 件・延べ 129 人が参加し、
現在「助ける人」の登録者数は 50 人です。
　「助けます」と言える人が多いのに対し、「助けて」と
言える人は、まだまだ少ないように思います。
　「助けて」が自然体で言えるようになれば、孤独死な
ども、もっと減らせると思います。

　私は昭和 35 年からこの街でお世話になっています。
　あの頃、今の市役所のところに古びた木造の蚕業試
験場があったのを記憶しています。
　今や市の人口は 14 万人を超え、新たな市庁舎も完
成間近です。
　市の発展とともに私の歩みもあったと思うと感慨深
いものがあります。
　昨年、「チョイソコかかみがはら」がスタートして、
買い物や受診が便利になり、嬉しいニュースです。
　引き続き、高齢者のニーズに合った移動手段の確保
への取り組みをよろしくお願い申し上げます。

高齢者が
外出しやすい街 
稲積 幸佐久さん（蘇原柿沢町）

｜発行｜ 各務原市議会　岐阜県各務原市那加桜町 1-69
｜電話｜ 058-383-2001　｜編集｜市議会だより編集委員会市議会だより

か か み が は ら

「助けて」が
自然体で言える街
伊藤 浩さん（鵜沼各務原町） 

 Q＆A  教えて！ 市議会とは？
定例会と臨時会って？

議員全員が議場に集まり、市長から提案された
議案などに対し、賛成するかどうかを多数決で
決める重要な会議です。
また、議員が市政全般について、市長などの考
えを問う一般質問も行われます。

Q.
A.

本会議って？

市議会には、毎年 4 回（3 月、6 月、9 月、12 月）
開かれる定例会と、緊急で会議をする必要があ
る場合に開かれる臨時会があり、その中で本会
議や常任委員会が開かれます。

Q.
A.

市議会だより編集委員会
｜委員長｜指宿真弓　｜副委員長｜塚原甫
｜委　員｜古川明美  水野岳男  井戸田直人  池戸一成

9 月定例会の予定
8 月 23 日（月）
9月  2 日（木）～  3 日（金）
9 月  7 日（火）～10 日（金）
9月 14 日（火）

本会議（開会）
本会議（質疑、一般質問）
常任委員会
本会議（閉会）

新型コロナウイルス感染症拡大の状況によっては、
会議の傍聴を制限する場合がございます。
傍聴を希望される方は、事前に議会事務局にお問
い合わせいただくか、市議会ウェブサイトをご確
認ください。


